
６消安第1699号  

令和６年６月７日 

全日本トラック協会 会長 殿 

農林水産省消費・安全局長 

佐賀県の野生いのししにおける豚熱感染確認に伴う豚熱対策の強化・徹底

について 

このことについて、別添のとおり佐賀県知事宛て及び九州各県知事宛てに通知しま

したので、貴会会員へ周知いただくとともに、野生いのしし対策の強化及び農場にお

ける飼養衛生管理の徹底に御協力のほどよろしくお願いします。 
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令和６年６月７日 

佐賀県知事 殿 

農林水産省消費・安全局長 

佐賀県の野生いのししにおける豚熱感染確認に伴う豚熱対策の強化・徹底

について 

今般、貴県唐津市で捕獲された野生いのししにおいて、九州初となる野生いのししで

の豚熱感染が確認されました。野生いのししでの豚熱の感染により、豚熱発生のリスク

がこれまでになく高まっています。 

このことを受け、別紙のとおり、農林水産大臣から豚熱対策の強化・徹底を求めるメ

ッセージ（以下「大臣メッセージ」という。）が公表されたところです。リスクが高ま

る中で豚熱のまん延を防止するためには、生産者をはじめとする養豚業に携わる関係者

と県、市町村などの行政関係者の皆様が、一体となってこの危機感を共有し、的確な防

疫対策に取り組むことが極めて重要です。 

御承知のとおり、九州は、我が国の豚の約３分の１が飼養される一大養豚産地であり、

野生いのししでの豚熱の感染拡大阻止は極めて重要であることから、貴県での今後の対

策の強化は、貴県のみならず九州全域の豚熱対策にとって極めて重要です。 

今回の野生いのししでの感染確認は、野生いのししの豚熱サーベイランスが強化され

ている中、他では感染が確認されていない状況下におけるものであるため、現時点では

感染範囲は限定されている可能性が高いと考えられています。 

野生いのししでの感染拡大を防ぐには初動対応が極めて重要であり、感染を封じ込め

るため、最大限の取組をお願いします。 

このため、大臣メッセージに基づく強い緊張感を持って、関係者が一体となり、捕獲

の強化や経口ワクチンの散布等、貴県における迅速かつ的確な野生いのししに対する防

疫措置の実行をお願いします。 

 下記のとおり、大臣メッセージにおいて示されている各対策について、具体的に取り

組むべき内容（以下「具体的取組」という。）を示しますので、貴県においてはこれに

的確に対応するとともに、市町村、関係団体等に、大臣メッセージ及び具体的取組を周

知し、豚熱のまん延防止について万全を期すようお願いします。 

記 

１ 野生いのししのサーベイランス及び捕獲について 

これまでも、｢豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針｣（令和２年７月１日農林水産

大臣公表）等に基づき、野生いのししにおける豚熱ウイルスの浸潤状況調査（以下

「サーベイランス」という。）を実施していただいているところですが、野生いのし

しにおける豚熱の発生状況を正確に把握するために、サーベイランスの強化・徹底が

重要です。 



このため、本年６月から９月までをサーベイランス強化期間として定めることとし、

この間、毎月60頭（95パーセントの信頼度で母集団の５パーセントの本病の浸潤状況

を安定的に確認することができる頭数）以上を目標として、豚熱の抗原検査及び血清

抗体検査を実施し、陽性が疑われる結果が得られた場合は速やかに農林水産省消費・

安全局動物衛生課まで御報告いただきますようお願いいたします。なお、豚熱の検査

とともに、アフリカ豚熱ウイルスの遺伝子検出検査も併せて実施いただきますようお

願いいたします。 

また、野生いのししにおける感染をこれ以上広げないため、発生区域を中心に、野

生いのししの捕獲の強化をお願いします。 

２ 経口ワクチンの散布について 

野生いのししにおける感染拡大を抑えるためには、経口ワクチン散布推奨地域に指

定し、経口ワクチンの散布による野生いのししへの抗体付与を進めることとなります。

今回の豚熱感染事例を踏まえ、「豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針」（令和２年

７月１日農林水産大臣公表）第24による専門家の検討を行い、農林水産省豚熱アフリ

カ豚熱対策本部（令和６年６月７日開催）により、貴県を豚熱経口ワクチンの散布を

推奨する地域とすることが決定しました。

貴県におかれましては、速やかに経口ワクチンの散布準備を進めていただくととも

に、特に陽性が確認された地域については、緊急的な散布を実施するようお願いしま

す。 

３ 飼養衛生管理の徹底について 

九州において豚熱の感染拡大リスクがこれまでになく高まっている状況を踏まえ、

生産現場と危機感を共有し、農場において次の事項を徹底するよう、関係者への御

指導をお願いします。

（１）豚等の所有者及び飼養衛生管理者は、農場における飼養衛生管理を再点検し、特

に以下の点について、従業員や農場を訪問する事業者等も含めて徹底すること。

① 家畜の飼養管理に必要のない人、車両等の出入りの制限

② 出入りする必要がある場合には、衣服及び長靴の交換、手指消毒、車両及び物

品の消毒等の衛生管理

③ 野生動物の侵入防止対策の実施状況を定期的に点検し、不備があれば速やかに

改善

（２）万が一の発生に備えた埋却地等を確保し、その実効性を改めて点検すること。

（３）ワクチン接種のみで豚熱の感染を防止することが困難であることを十分に認識し、

飼養衛生管理を徹底した上で、適時・適切にワクチン接種を行うこと。

（４）豚等の所有者及び飼養衛生管理者、管理獣医師等は、日頃から飼養豚群の健康状

態を的確に把握し、豚熱等の特定症状のほか、通常と異なる死亡の増加等を認めた

場合には、速やかに家畜保健衛生所へ連絡すること。



（問い合わせ先） 

１・２について 

農林水産省 消費・安全局 

動物衛生課 野生動物対策班 

担 当：永田、密田 

電 話：０３－６７４４－２１０６ 

３について 

農林水産省 消費・安全局 動物衛生課 

防疫指導班 

担 当：山木、石川 

電 話：０３－３５０２－８２９２ 

農林水産省 消費・安全局 動物衛生課 
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福岡県知事 殿 

長崎県知事 殿 

熊本県知事 殿 

大分県知事 殿 

宮崎県知事 殿 

鹿児島県知事 殿 

農林水産省消費・安全局長 

佐賀県の野生いのししにおける豚熱感染確認に伴う豚熱対策の強化・徹底

について 

今般、佐賀県唐津市で捕獲された野生いのししにおいて、九州初となる野生いのしし

での豚熱感染が確認されました。野生いのししの感染により九州各県での豚熱の発生リ

スクがこれまでになく高まっています。このことを受け、別紙のとおり、農林水産大臣

から、豚熱対策の強化・徹底を求めるメッセージ（以下「大臣メッセージ」という。）

が公表されたところです。リスクが高まる中で豚熱のまん延を防止するためには、生産

者をはじめとする養豚業に携わる関係者と県、市町村などの行政関係者の皆様が、一体

となってこの危機感を共有し、的確な防疫対策に取り組むことが極めて重要です。

 下記のとおり、大臣メッセージにおいて示されている各対策について、具体的に取り

組むべき内容（以下「具体的取組」という。）を示しますので、貴県においてはこれに

的確に対応するとともに、市町村、関係団体等に、大臣メッセージ及び具体的取組を周

知し、豚熱のまん延防止について万全を期すようお願いします。 

記 

１ 野生いのししのサーベイランス及び捕獲について 

これまでも、｢豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針｣（令和２年７月１日農林水産

大臣公表）等に基づき、野生いのししにおける豚熱ウイルスの浸潤状況調査（以下

「サーベイランス」という。）を実施していただいているところですが、野生いのし

しにおける豚熱の発生状況を正確に把握するために、サーベイランスの強化・徹底が

重要です。 

このため、本年６月から９月までをサーベイランス強化期間として定めることとし、

この間、毎月60頭（95パーセントの信頼度で母集団の５パーセントの本病の浸潤状況

を安定的に確認することができる頭数）以上を目標として、豚熱の抗原検査及び血清

抗体検査を実施し、陽性が疑われる結果が得られた場合は速やかに農林水産省消費・

安全局動物衛生課まで御報告いただきますようお願いいたします。なお、豚熱の検査

とともに、アフリカ豚熱ウイルスの遺伝子検出検査も併せて実施いただきますようお

願いいたします。 



また、野生いのししにおける感染をこれ以上広げないため、九州全域において、野

生いのししの捕獲の強化をお願いします。 

２ 経口ワクチンの散布について 

野生いのししにおいて豚熱が浸潤していると考えられる場合は、経口ワクチン散布

推奨地域に指定し、経口ワクチンの散布による野生いのししへの抗体付与を進めるこ

ととなります。貴県におかれましては、野生いのししの豚熱感染の拡大を想定し、

「豚熱経口ワクチンの野外散布に係る指針」（令和５年３月31日付け４消安第7552号

農林水産省消費・安全局動物衛生課長通知）に基づき、速やかに経口ワクチンの散布

計画を策定するとともに、関係部局、市町村、猟友会等の関係者との散布に係る連携

体制の再確認をお願いします。 

３ 飼養衛生管理の徹底について 

九州において豚熱の感染拡大リスクがこれまでになく高まっている状況を踏まえ、

生産現場と危機感を共有し、農場において次の事項を徹底するよう、関係者への御

指導をお願いします。

（１）豚等の所有者及び飼養衛生管理者は、農場における飼養衛生管理を再点検し、特

に以下の点について、従業員や農場を訪問する事業者等も含めて徹底すること。

① 家畜の飼養管理に必要のない人、車両等の出入りの制限

② 出入りする必要がある場合には、衣服及び長靴の交換、手指消毒、車両及び物

品の消毒等の衛生管理

③ 野生動物の侵入防止対策の実施状況を定期的に点検し、不備があれば速やかに

改善

（２）万が一の発生に備えた埋却地等を確保し、その実効性を改めて点検すること。

（３）ワクチン接種のみで豚熱の感染を防止することが困難であることを十分に認識し、

飼養衛生管理を徹底した上で、適時・適切にワクチン接種を行うこと。

（４）豚等の所有者及び飼養衛生管理者、管理獣医師等は、日頃から飼養豚群の健康状

態を的確に把握し、豚熱等の特定症状のほか、通常と異なる死亡の増加等を認めた

場合には、速やかに家畜保健衛生所へ連絡すること。

（問い合わせ先） 

１・２について 

農林水産省 消費・安全局 動物衛生課 

野生動物対策班 

担   当：永田、密田 

電   話：０３－６７４４－２１０６ 

３について 

農林水産省 消費・安全局 動物衛生課 

防疫指導班 

担   当：山木、石川  

電   話：０３－３５０２－８２９２ 
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○

農
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産
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は
、
九
州
の
養
豚
業
を
豚
熱
か
ら
守
り
、
生
産
者
の
皆
様
の
御
不
安
を
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拭
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
九
州
各
県
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
、
豚
熱
の
ま
ん
延
防

止
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

令
和
六
年
六
月
七
日 

農
林
水
産
大
臣

坂
本

哲
志 

（別紙）




